
精神科病院における入院患者集団虐待事件に関する声明 

～第２報～ 
 

 本年５月２０日、兵庫県神戸市の神出病院において、男性看護師による入院患者への暴

力が疑われる事件報道がありました。既に看護師と患者・家族間の和解が成立していると

のことですが、当該病院において再びこのような事件が起きたことを重く受け止めていま

す。昨年３月に発覚した同病院における虐待事件を受け、本協会は、事件の糾弾ととも

に、この問題がどこの精神科病院でも起こり得る構造的な問題をはらむものとして「精神

障害者の権利擁護の実効に向けて全力で取り組む」ことを表明しました。 

 

 本協会は「精神障害者の社会的復権と福祉のための専門的・社会的活動を進めることに

より、国民の精神保健福祉の増進に寄与すること」を目的に掲げ、精神障害者の「権利擁

護」を精神保健福祉士の重要な業務と定めています。権利侵害を生じかねない環境の改善

に向けた取り組みは私たちの役割であり、当該病院にも複数の精神保健福祉士が勤務して

いる実態に鑑みれば、このことは決して他人事ではなく、自身の実践上の問題として考え

ていかなければなりません。 

 

 昨年の事件発覚以降、当該病院では看護職員等の倫理向上に関する研修会の開催、虐待

防止委員会の設置などをもって再発防止へ向けての取り組みがなされているようですが、

今後は一連の事件の背景にある精神医療の構造的問題や制度施策の課題等の理解も含め

て、再発防止に向けて私たち自身がなすべきことを全構成員とともに考え、また構成員に

限らずすべての精神保健福祉士の更なる資質や倫理の向上に努めていく必要があると考え

ます。併せて、所管行政に対して神出病院の全入院患者を対象とした退院等の意向調査の

早期実施など責任ある対応を求めていくとともに、本協会として一人ひとりの患者の意向

に基づいた退院支援等に協力していく所存です。 

 

 ８月には本件を踏まえて精神保健福祉士の役割を再考する勉強会を予定しています。ま

た、精神保健医療福祉の関連団体にも連携を呼びかけ、このような人間の尊厳を踏みにじ

る行為や患者の重大な権利侵害の根絶に向けて、鋭意努力を続けていくことを改めて表明

いたします。 
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